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事業承継のパターン

吸収

M&A

後 継

合併 買収、事業譲渡

法⼈の代表者交代
（⾝内、社内、その他）

個⼈事業主の交代
（⾝内、社内、その他）

・資産の持ち主が変わらない︕
・資産の確認（本当に会社の資産︖）が重要

A社
B社

A社
B社

会社を譲渡
株式譲渡

（⼦会社化）

特定の事業だけを譲渡

前代表取締役

新代表取締役

会社

前事業主

新事業主

地位 事業⾃体

・資産の持ち主が変わる︕
・資産の承継が重要



事業承継の内容

株式、
事業⽤資産（設備、不動産等）、
資⾦（運転資⾦、借⼊⾦等）、
許認可など

⼈ 資産

知的財産

経営、従業員

経営理念、
信⽤、
ブランド、
技術、
デザイン、
ソフトウェア、
キャラクター、
取引先、
顧客情報など

商標
特許

実⽤新案

意匠

著作権

営業秘密

ノウハウ



知的財産ってどんなもの︖

http://www.jpo.go.jp/beginner/beginner_02.html より

著作権
⼩説、⾳楽
絵画、映画
写真、プログラム

創作を
保護

信⽤を
保護

知的財産権を有していると、

他⼈の模倣を
STOPできる︕

損害賠償を
請求できる︕



特許の例

QRコード（登録商標）

QRコードの基本特許
特許番号︓特許第2938338号
特許権者︓株式会社デンソー

株式会社豊⽥中央研究所
発明の名称︓⼆次元コード

読み取り装置
特許番号︓特許第3593950号他
特許権者︓株式会社デンソー

アトラクション⼊場管理システム
特許番号︓特許第3700833号
特許権者︓ディズニー エンタープ

ライジーズ インコーポ
レーテッド

ラーメンスナック菓⼦
特許番号︓特許第3975183号
特許権者︓株式会社おやつカンパニー



意匠の例〜画⾯の意匠
意匠登録第1691894号

iPad画⾯表⽰例

https://www.nejisaurus.engineer.jp/

意匠登録第1521899号



商標の例、商標の重要性
商標＝事業者が、⾃⼰の商品・サービスに使⽤するマーク等（他⼈の商品・サービスと区別するためのもの）

えびせんべいの⾥
登録4944646号他

標準⽂字

ロゴ等

⽴体商標

登録4157614号

善光寺
登録1413859号他

登録5493891号

登録567466号

https://www.itoen.co.jp/より

https://www.nepia.co.jp/prod
uct/homeuse/celebrity/より

https://www.suntory.co.jp
/softdrink/boss/より



知的財産と事業承継〜トラブル例1
事業承継前 事業承継後

株式会社
加藤製作所

製品
オフィスチェア

商品名
「しずかのイス」

代表取締役
加藤座郎・・・後に死亡

商標権
「しずかのイス」

特許権
静かなキャスター

商標権・特許権
の使⽤を黙認

株式会社
加藤製作所

製品
オフィスチェア

商品名
「しずかのイス」

新代表取締役

商標権
「しずかのイス」

特許権
静かなキャスター

加藤座郎相続⼈

無償では
使わせない



トラブル回避のための対策1
事業承継前 対 策

株式会社
加藤製作所

製品
オフィスチェア

商品名
「しずかのイス」

代表取締役
加藤座郎・・・後に死亡

商標権
「しずかのイス」

特許権
静かなキャスター

商標権・特許権
の使⽤を黙認

事業を⾏う上で、重要な知的財産は
何かを明確にする。

その知的財産が会社のものでない場合
は、会社に名義変更しておく。

第三者に使⽤許諾されていないかの確
認も重要。

名義変更を拒否された場合、会社へ
の使⽤(実施)許諾契約を締結する。

商標権が譲渡された場合の対策として、
商標権の場合は、使⽤許諾を受けたこ
とを特許庁に登録しておく。
（特許等の場合は登録は不要）

特許権・商標権等が特許料不納・更
新登録失念などによって消滅しないよう
監督しておく。



知的財産と事業承継〜トラブル例2
事業承継前 事業承継後

個⼈事業
羅麺伸太・・・後に死亡

店舗名
「麺仙⼈」

（商標登録せず）

⻑男︓羅麺茶修

⻑⼥︓羅麺吸富

妻︓羅麺都由
「麺仙⼈

瀬⼾店」
「麺仙⼈

名駅店」

妻が「麺仙⼈」
本店を承継

⻑男が瀬⼾店
を承継

⻑⼥が名駅店
を承継 ⻑男妻が

「麺仙⼈」を
商標登録

無償では
使わせない



トラブル回避のための対策2
事業承継前

個⼈事業
羅麺伸太・・・後に死亡

店舗名
「麺仙⼈」

（商標登録せず）

⻑男︓羅麺茶修

⻑⼥︓羅麺吸富

妻︓羅麺都由
「麺仙⼈

瀬⼾店」
「麺仙⼈

名駅店」

事業を⾏う上で、重要な知的財産は
何かを明確にする。

その知的財産が権利化されていない場
合、権利化を検討する。

商標は、既に使⽤をしているか、これか
ら使⽤するかに関わらず登録可能。

（参考）
特許は、既に世の中に知られているも
のは権利化できない。

特許は、出願すると内容が公開されて
しまうため、本当に秘密にしておくべきノ
ウハウなどは出願せずに秘匿しておく。

対 策



まとめ
事業承継では、知的財産を承継しないと、事業に⼤きな

ダメージを与えることがある。

事業に重要な知的財産は、事業主体（会社または事業
主）が保有することが基本戦略となる。

事業に重要な商標は、権利化すべし。

技術・ノウハウについては、公開されることによるリスクも考え
て、権利化を検討すべし。

困ったら、早めに専⾨家にご相談を。


